
整備面積（ha） 汚⽔処理⼈⼝（⼈） 整備面積（ha） 汚⽔処理⼈⼝（⼈）

公 共 下 水 道 6,309.9 333,121 6,339.7 365,969

農 業 集 落 排 水 418.0 7,665 418.0 7,236

集 中 浄 化 槽 31.1 2,161 31.1 2,727

計 6,759.0 342,947 6,788.8 375,932

個別処理 合併処理浄化槽 31,961.0 25,368 31,931.2 18,480

38,720.0 368,315 38,720.0 394,412

汚⽔処理⽅式

集合処理

合  計

平成27年構想 ⾒直し構想

（⽬標年︓平成42年度末） （⽬標年︓令和12年度末）

現況 中間目標 ⽬標年

令和2年度末 令和8年度末 令和12年度末

汚⽔処理⼈⼝普及率 96.2% 97.6% 100.0%

経費回収率（公共下⽔道） 102.5% 100％以上 100％以上

汚⽔処理⼈⼝普及率＝汚⽔処理⼈⼝÷⾏政⼈⼝

経費回収率=下⽔道使⽤料収⼊÷汚⽔処理費×100％ ※汚⽔処理費は公費負担分を除く額

ベンチマーク（指標）

令和 4 年３月
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汚⽔適正処理構想とは、汚⽔処理施設の整備を効率的かつ効果的に進めていくために、公共下⽔道、農業集落排⽔処理施設、合併処

理浄化槽等の有する特性、経済性等を総合的に勘案し、地域の実情に応じた効率的かつ適正な整備⼿法を選定したもので、将来の汚水

処理施設整備の基本⽅針となるものです。

今回の構想の⾒直しは、第７次岡崎市総合計画や岡崎市都市計画マスタープランを踏まえつつ、今後の⼈⼝減少や⾼齢化の進⾏、地

域社会構造の変化など汚⽔処理施設の整備を取り巻く諸情勢が⼤きく変化してきていること、また、社会経済情勢が依然として厳しい

状況にあることから、効率的かつ効果的な整備を進めるため、汚⽔処理施設の更なる早期概成を⽬指した計画へと⾒直しました。

汚⽔適正処理構想とは

汚⽔処理施設の種類

◆２つ以上の市町村区域の汚⽔を集めて処理するものです。

岡崎市汚⽔適正処理構想の概要

流域関連公共下⽔道

特定環境保全公共下水道

農業集落排⽔

⺠間設置による集中浄化槽
◆⺠間開発した団地等において、大規模な集中浄化槽で

集約して汚水処理するものです。

合併処理浄化槽

集合処理施設

個別処理施設

下水道法に基づく

下水道

下水道以外の

汚⽔処理施設

◆主として市街地における汚⽔を集め、流域下水道の幹線に

流⼊させるものです。

流域下⽔道

◆市街地以外の集落で整備する下⽔道で、計画⼈⼝が 10,000

人以下のものです。

◆家屋がまばらな地域でそれぞれの家庭に設置して汚水処

理するものです。道

◆農業振興地域内で、計画規模20⼾以上、計画⼈⼝が 1,000

人以下のものです。

※その他に、漁業集落排⽔、コミュニティ・プラント、

⼩規模集落排⽔などもあります。

〜 持続的な汚⽔処理システム構築に向けて 〜

岡崎市汚⽔適正処理構想



岡崎市汚⽔適正処理構想図


